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樹木を用いた温暖化適応都市デザイン研究

連携にいたる経緯
　樹木を用いた温暖化適応都市デザイン研究 日本建築学会の研究成果社会実装を目指す研究
チーム、スマート環境未来都市づくりを目指す横浜市都市整備局、地球シミュレータを擁し、
新しい解析処理技術などの研究開発に取り組むJAMSTECなどが情報プラットフォームを軸に
高度な温暖化適応策に取り組んでいる。

活動内容
　2018年2月、気候変動に対処し国民の生命を守る必要があるとして「気候変動適応法案」が
閣議決定された。近い将来温暖化はさらに悪化し、市街地熱環境は危険なレベルにまで達すると
予想されている。速やかに温暖化適応策を実現していくことが求められている。ところが、温暖化
緩和策が、例えば温室効果ガス排出抑制といった共通の手法がもとめられるのに対し、温暖化
適応策は、都市、街区、街路ごとに対策手法がそれぞれ異なる。さらに広域での適応策立案に
ついては計画方法も手探りの状態である。 未来の適応策計画にはスーパーコンピューターなどの
先進技術、AIの活用、ビッグデータの取得・利用が見込まれる。スマート環境未来都市を目指す

「横浜みなとみらい21地区」をフィールドとして、自治体、参加企業、団体、大学が、それぞれの
得意技術を持ち寄り、温暖化適応策の計画技術開発に取り組むものである。関西大学チームは
複雑なケヤキの形状情報を3Dスキャナで取得、街路樹計画のための基盤情報を整備し貢献して
いる。

活動の目的

活動の成果 今後の課題・目標

■ 主な連携先・メンバー
横浜市都市整備局／一般社団法人横浜みなとみらい21／国立研究開発法人
海洋研究開発機構（JAMSTEC）／横浜国立大学／広島大学

■ 活動地域
横浜市西区横浜みなとみらい21地区

■ 活動期間
2016年度～2019年度

■ 活動資金
科学研究費補助金／指定寄付金／学内研究費

DATADATA

1 健康被害が懸念される近未来の市街地暑熱化に対する都市計画的適応
策技術の開発

2 行政、都市計画家、建築家、研究者協働によるまちづくり手法の開発
活動の目的

1 ケヤキ街路樹形状を3Dスキャナで取得、ビッグデータを解析し、
街路樹計画のための基盤情報を整備

2 地球シミュレータで利用できるリアルな樹木モデルの提供
3 大阪御堂筋のイチョウが無剪定であった場合の環境予測

1 温暖化適応策としての街路樹計画手法の開発
2 落葉樹・常緑樹の季節別効用定量化、適応策計画
手法の開発

3 街路樹管理計画に資する樹木周辺環境情報の提供

■ 環境都市工学部
　専任講師

宮﨑ひろ志
Hiroshi Miyazaki

　博士（工学）、一級建築士。専門は建築学、都市環境計画学。建築周辺に形成される熱環境といった建
築スケールから、ヒートアイランドなど都市スケールの広域熱環境まで、建築が関わって形成され
る熱環境を安全安心はもちろん、快適なものに向けて計画するための技術開発を目指している。

教 員 紹 介

都市デザイン 安全安心環境・アセットマネジメント

伝統の知恵を測定から学ぶ
国指定重要文化財中村家住宅調査

連携にいたる経緯
　当初、国内で現存する希少な素焼き瓦葺きの調査として素材調査からスタートした研究事業で
あったが、沖縄の厳しい環境の中で、快適な住環境を伝統的技術で成立させてきた建築計画・街区
計画の知恵を学ぶ総合的な研究に発展した。

活動内容
　中村家住宅の方々、地元の方 と々測定結果に共に驚き、共に学んだ調査であった。主な調査概
要は以下のとおり。
・屋根瓦・小屋裏、室内の気温・湿度、表面温度、気流、輻射量の測定を行った。屋根材は素焼
きの琉球赤瓦であり、現在のJIS規格非適合となるような高い含水率を持つ。高い含水率により瓦
は雨水を蓄積する。日射を受けると蒸散・冷却が見られ、表面温度は40℃以上には上がらなかっ
た。結果として屋根面受熱量は少なく、屋根から建物内部に侵入する顕熱は抑制され、小屋裏気
温は外気以上には上昇しなかった。2017年には屋根瓦工法の工夫により屋根面に相当量の面害
方向通気孔があることを発見し、屋根の蓄熱抑制への配慮があったことが確認された。
・2011年に発生した台風9号は、沖縄本島を48時間以上暴風圏に巻き込み、多くの被害をもた
らした。対象地近傍AMeDASでは風速計が壊れるなどの被害もあった。研究チームはフクギ屋
敷林内で風速測定を行っていたが、屋敷林内の最大風速は8m/sと極めて弱く、フクギによる防
風効果を確認することとなった。

活動の目的

活 動 の 成 果 今 後 の 課 題 ・ 目 標

■ 主な連携先・メンバー
中村家住宅／大城花咲爺会／スージグヮー週末美術館運営のみなさん／北中
城村大城集落のみなさん／沖縄県琉球赤瓦漆喰施工協同組合

■ 活動地域
沖縄県中頭郡北中城村字大城

■ 活動期間
2010年度～継続中

■ 活動資金
国交省系技術開発研究助成事業を引き継ぐ形でスタートし、その後建設企業
との共同研究として実施

DATADATA

1 伝統建築の知恵の継承（定量的測定に基づく評価による評価）
2 伝統技術の偉大さ・魅力を再発見すること

著書（木下光、宮﨑ひろ志、青野謙哉、東坂憲一、「中村家住宅の
ひみつ～琉球赤瓦の屋根に学ぶ～」、遊文舎、2013.3、ISBN 
978-4-946421-22-8 C3452）第2版を出版

1 これまで得られた伝統技術情報の発信
2 中村家住宅来訪者への情報提供手法の開発
3 本調査の成果の他地域への展開が望まれる

■ 環境都市工学部
　専任講師

宮﨑ひろ志
Hiroshi Miyazaki

　博士（工学）、一級建築士。専門は建築学、
都市環境計画学。建築周辺に形成される
熱環境といった建築スケールから、ヒート
アイランドなど都市スケールの広域熱
環境まで、建築が関わって形成される
熱環境を安全安心はもちろん、快適な
ものに向けて計画するための技術開発を
目指している。

■ 環境都市工学部 教授

木下光
Hikaru Kinoshita

　専門は都市デザイン（公共空間、
都市再生）都市計画・建築計画
（都市居住、公設市場、酒蔵）・都
市論。

教 員 紹 介

都市デザイン 総合政策 健康・医療 環境・アセットマネジメント
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